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ガンバレゴールは近い

篇
5
固

関
田
町

小
学
枝
体
育
大
会

5
月
日
日

総
合
グ
ラ
ン
ド

全力で投げる怪力クン

bEE 

i
m
w
 

世帯停数
5.085( + 4) 

死亡
14 

出生
20 

転出

64 

転入

53 
女

10.011(- 5) 
男

8,951(+ 2) 
総人 口

18.962(-3) 
（） 内は
対前月比

町のよ うす
6月1日現在
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工
事
請
負
契
約
な
ど

同
凶
凶
凶
凶
凶
凶
門
門
一

。
あ
ら
ま
し
。

さ

昭
和
田
年
第
2
回
朝
日
町
議
会
臨
時

会
は
、

5
同
幻
自
に
会
期
を
l
日
と
し

て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
臨
時
会
で
は
、
工
事
請
負
契
約

な
ど
の
可
決
、

同
意
案
件
、
地
方
自
治

法
第
閃
条
に
よ
る
専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
案
件
に
つ
い
て
‘
そ
れ
ぞ
れ
慎

重
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
、
同

意
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報 …… …・・あ

可
決
さ
れ
た
も
の

O
低
開
発
地
域
工
業
開
発
促
爪
法
地
れ

に
伴
7
岡
山
化
資
旅
悦
の
深
悦
免
除
に
附

す
る
条
例

一
部
改
正
の
門

O
不
動
堂
遺
跡
環
境
繁
備
事
業
不
動
堂

史
跡
公
聞
工
争
請
負
契
約
の
件

昭如32£草8月88 r← 
・・3梅 錦便物1(:!可・・・・ーー・ ・ 1ム

同
意
さ
れ
た
も
の

O
朝
日
町
回
定
資
産
評
価
犠
K

役
会
い
討
会

の
委
員
を
選
任
す
る
た
め
同
立
を
ボ
め

る
件

－

5
月
幻
日
｜

－v凶
定
資
産
評
価
審
附
止党
委
H
A
Z
の
委
い
民

（新）ヘヴ咽司、
長
谷

繁
松
氏

（刊
愈
）

道
下
1
0
2
5
の
3

承
認
さ
れ
た
も
の

om初
日
年
度
判
H
町

一
般
会
川
補
正

チ
弥

（郡
山
O

サ
｝

。
制
H
町
悦
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る

条
例

。
判
H
町
川
民
健
康
保
険
制
悦
条
例
の

一

部
を
改
正
す
る
条
例

富
山
県
町
村
監
査
委
員

協
議
会
表
彰

よ
る
、

5
Hお
日
出
山
山
に
於
い
て
、

山
山
県
町
村
民
俗
委
H
M協
議
会
総
会
が

開
催
さ
れ
、
そ
の
席
上
で
、
同
質
氏

か
地
む
行
財
政
の
杭
作
委
H
と
し
て
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、

中衣
MW
さ
れ
ま
し
た

桶
沼
保

；笠 貧
6き 氏

選
挙
管
理
事
務
表
彰

－
1
F

・
V
選
挙
管
男
委
H
会

固
守
ザY
4
委
員
長

ー

司

伊
東

正
宣
（
ω必

よ
る
5
川
7
日
、
新
機
市
で
問
似
き

れ
た
山
山
県
市
町
村
選
挙
作
用
・辰一
K
M会

連
介
会
の
郡
引
凶
総
会
の
席
卜
、
刺
H

町
選
挙
竹
剛
引
を
い
川
会
会
u
ehk
の
伊
東
正

ん

H
．
さ
ん
が
選
挙
作
成
が
務
功
労
品
れ
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
υ

氏
は
、
附
和
印
年
・
ロ
け
お

H
か・勺川攻

作
に
．
ふ
れ
る
ま
で
、
判
H
町
選
挙
竹
郎
．を

け
れ
会
委
一
川
以
と
し
て
通
俗
に
職
務
を
逆

行
し
、
選
祭
休
日
剛
刊
の
刊
品
川
な
執
行
に
以、

さ
れ
た
時
制
に
よ
る
も
の
で
す
。

会
長
に
小
林
義
正
氏

朝
日
町
保
健
衛
生
憧
櫨
会
役
員

会

以小
林
詫
比

（．k
u一光
4
U
K
｝

H
川
ノ
4
U
K

小
川

治

（小
山
人
公
民
航
。卜
E

m

J

1
 

山
水
と
も

f
（辿
へ
H
M人九五
U
K

－

川

村

市

｛述
人
H

小
川
年
間
以
）

ル小い叫ん
x
f
（食
午
前
改
持
推
進
協
泌

A

－；
と
’

J
z
l品
、

ト
削
茂
正

f
（吋
f
保
健
推
進
い
川
代
表
｝

大
井
問
山

｛似
健
倫
小
し
を
い
れ
代
炎

J

同

代

（来
剤
師
会
・公
｝

ぶ
ん
へ
花

｛食
品
川
相
へ
H

述
へ
H

九五以
－

監

事加
藤
文
f
（食
生
寸
前
改
善
推
進
協
議

ム
広
）

勝

（逮
ん
H

古
年
同
｝

111 
n・第

4
回
朝
日
町

保
健
衛
生
大
会
表
彰

（

h
h
w
d
 

〈〉
保
健
衛
生

協
議
会
長
表
彰

相

u町
食
中
川
改
持
株
進
協
治
会

れ
・筒
山
地
民
会
1
食
中
川
改
丹
治
助

制
谷
三
位
H

健
康
づ
く
リ
川
動

中
野
み
つ
い
日
付
f
保
健
的
動

荒
川
一一一．j
H町
内
会
H
衛
生
存
山
山
県

〉
ト
h
e
t
h
H

約
悼
し
h

e

“L

，

竹
の
内
町
内
会
1

H

－

K
川
利
助

i
山
い
仰
が
業
従
が

〈〉
国
民
健
康
保
険

優
良
家
庭
表
彰

マ
3
人
以
上
世
帯
で
l
年
以
上
無
受
診

家
庭

ぷ
帥
巴
撒
縦

｛山爪
H
V料川
）、
必
川
利
船
叩

｛’川

川
新
）、

川
リ
不
必

（令
山
｝

マ
2
人
世
待
で
2
年
以
上
無
受
診
家
庭

水
比
ーと
め

一内
十
町
ぺ
近
必
志
的
（
内山本

町
て

いけ
川
松
山
内
作

（ド
山
新
）
、
大
村

竹
雌

｛川
保
＼

川
村
祉
漏
出川
｛円
山
｝

広
川
弘

｛花
川
｝

マ
1
人
世
織
で
3
年
以
上
無
受
診
家
庭

長
津
花
子

（山
崎
）
、
青
木
義
日

（束

三
浦
町
）、

浅
野
チ
ヤ
（荒
川
3
丁
目｝

平
崎
ト
キ

（荒
川

4
f
H）
、
。

u先

閉力

（片
山
）
、
越
間
弥
次
郎

（向山川
｝、

広
聞
文
肋

（律
問
）
、
ト
れ
什
汁
ム
凶
作

（ド

野
｝
、
水
野
敬

一（
神
川
町
）
、
内
向

よ
し

（本
町
）
、
州
川
一一一一一（
淀
川
4

1
H）
、
山
牙
多
久
夫

（栄
町
－

山

川
ス
イ

（ぶ
川
｝
、
殿
村
正
い
｛訂
作
｝

広
川
伊
次
郎

戸内
川
）

(2) 

町
営
住
宅
が

完
成
し
ま
し
た

駅
山
て
佳
品
小
の
町
公
似
・
’
t
｛小川刊

一劇
火
附
造
4
附
挫
）い
か
こ
の
ほ
ど
完
成

し
、
新
し
く
は
川
肘
慌
の
む
々
が
5
川
内

H
よ
り
人
川
さ
れ
、
ま
た
町
内
れ
も
’川

ljl

・

｝

刊
同
町
刊
と
弘
り
ま
し
た

な
お
今
年
此
も
凶
い
分
也
ぷ
を
，ナ返

し
て
わ
ね
リ
ま
す
ν
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一
宇
奈
月
町
と
の
境
界
決
ま
る

一
明
日
中
川
辺
年
の
市
町
村
制
地
行
以
米
、
地
十
刀
・
け
治
法

｛附
和
二
l
一
一年
法
作

一
永
年
の
諜
闘
で
あ
っ
た
山
子
先
取
川
町
と
の
第
六
十
七
H
V
）
第
九
条
の
二
第

一
一
取
の
・

一
境
界
線
が
5
月
日
日
に
決
ま
り
ま
し
た
υ

川
既
定
に
よ
り
、

治
山
以
下
新
川
郎
下
俗
…

一
黒
部
奥
山
は
、
寸
日
く
議
政
時
代
に
は
、
川
町
と
川
郎
州
日
町
と
の
抗
体
を
次
の
一

一
加
賀
藩
の
滋
林
と
し
て
尚
一
時
制
と
な
勺

と
お
り
決
・一一一広
し
、
こ
れ
が
篠
山
広
し
た
行
、
一

…
て
お
り
、
明
治
時
代
に
入
っ
て
か
ら
は
川
条
第
五
一
取
の
削
然
記
に
ぷ
づ
い
て
山
山

一

一
山
林
（同士
旬林
｝と
な
り
、
当
時
の
山
崎
県
知
いや
か
ら
凶
山
が
あ
っ
た
ω

一

一
村
、
内
山
村
、
愛
本
村
の
い
ず
れ
の
行
附
和
・九
卜
六
年
五
川
｜

一
日

一

一
政
区
域
に
胤
す
る
か
未
定
に
な
っ
て
い

什
治
大
国

・沃
M
m
f桜
山

一

一
ま
し
た
が
‘
附
和
的
年
の
町
村
人
H
M
川
に
ド
新
川
郎
ヤ
’
山
市
川
町
と
川
郎
制
日
町
一

‘

一

を

含

む

1
町
7
村
で
朝
日
と
の
涜
凶
作
は
、
既
定
崎
出
作
の
紋
終
点
か
一

一
万
川
年
山
子
氏
引
け
町
も
内
ら

一
三
七
凶
・
問
じ
の
二一
向
点
、
術
的
州
山
一

村
を
含
み
誕
生
し
ま
し
た
を
連
結
す
る
分
水
儲
歩
前
進
し
、
技
山
一

一城
の
縫
界
線
問
題
は
解
決
阪
か
ら
J
l

小
ハ
谷
東
じ
り
側
分
水
制
を
，↑
つ
一

和
初
年
以
降
山
町
の
両
被
て
北
又
谷
を
波
り
、
償
山
北
西
方
側
分
一

転
し
、
お
年
同
勢
調
炎
以
水
制
を
機
山
に
向
か
っ
て
ト
町
、
必
山
川
一

計
耐
被
5
6
8
、
6
1・半
か

ら

柳
X
谷
と
タ
ン
ハ
ラ
谷
と
の
へ
H

流
一

発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

地
点
上
流

一
、
O
O
O
H
U地
点
に
谷
約
一

ネ
ル
ギ
｜
資
源
開
党
什
向
い
に
柳
反
行
に
下
リ
、
該
地
点
か
ら
柳
一

化
し
て
き
だ
た
め
、

一J

川

又

谷

上中
川
流
を
粍
て
オ
レ
ン
ト
メ
ン
谷
を
一

積
極
的
に
剛
町
の
仲
介
を
さ
か
の
ぼ
り
係
官
同
二、

0
0
0日
地
点
一

こ
と
も
あ
っ
て
、
昭
和
田
に
京
り
、
該
地
点
か
ら
給
リ
入
山
北
京
む
一

に
境
界
決
定
を
知
事
に
一
側
を
際
高
二
、

二
O
O幻
敏
郎
ま
で

l一
一

年
3
月
幻
自
知
事
の
裁
定
り
、
該
地
点
か
ら
柳
又
谷
上
流
側
支
一

な
さ
れ
、
同
3
月
白
日
町
流
（線
高
二
、
O
O
OM川
地
点
）
に
下
り
、
一

、
同
3
月
幻
目
、
決
定
啓
一
該
地
点
か
ら
阿
支
流
を
続
て
、
州
文
流

さ
れ
、
同
5
月
日
目
、
自
と
岡
本
流
と
の
合
流
地
点
か
ら
同
ふ
流

幻
号
で
「
町
の
境
界
の
決
を
さ
か
の
ば
リ
、
同
本
上
流
か
ら
谷
治

に
登
載
さ
れ
決
定
を
見
ま
い
に
県
境
に
至
る
線
と
す
る
。

同
町
の
境
界
線
は
、
広
報
あ
さ
ひ
4

示
第
九
十
三
号

号
に
偽
厳
し
ま
し
た
の
で
ご
参
照
く
だ

の

決

定

さ

い

．

農
業
大
学
開
校

朝
日
町
米
作
改
良
対
策
協
議
会

（会

長
朝
日
町
長
）
で
は
、
今
年
も

「・
1

ま
い
刺
日
産
米
」
の
拡
大
を
め
さ
し

農
業
生
産
に
窓
欲
的
な
農
家
を
対
象
と

し
て
、
農
業
大
学
を
開
校
し
て
い
ま
す

b

惜
別

l
回
目
は
、

3
月
3
日
に

「権推聞

の
管
樫
技
術
」
を
中
心
と
し
、
第
2
刷

uの
5
月
初
日
は
、
「転
作
大
一旦
」
の
級

以
ポ
イ
ン
ト
」
と
い

ゥ
た
、
転
作
関
係

の
講
座
で
し
た
。
ど
の
日
も
議
附
が
州
市

呼
門
技
術
H
H
と
い
う
・
－
と
も
あ
ゥ
て
間

余
名
の
受
講
者
が
熱
心
に
メ
モ
を
と
る

姿
が
見
ら
れ
、
大
変
好
訴
で
し
た
。

な
お
、
受
議
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は

も
よ
り
の
農
協
、
又
は
役
場
産
業
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
後
の
日
紅

第
3
回
目

6
月
下
旬

第
4
回
日

7
月
下
旬

農
業
あ
っ
ち
こ
っ
ち

③

う
る
お
い
豊
か
な
国
軍
風
景
「
麦
の
秋
」

本
か
ら
他
の
作
物
へ
作
付
舷
大
を
め

ゲ
し
、
水
川
利
川
内
制
対
策
が
．
い
ま

農
家
の
符
さ
ん
に
よ
リ
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
町
に
お
け
る
む
・明
作
物
と

し
て
鍬
奨
し
て
い
る
大
£
の
作
付
が
年

々
似
大
し
、
今
年
は
、
聞
で
約

m
hの

大
ょ
が
紘
・
ね
さ
れ
ま
し
た

b

段
以
さ
れ
て
い
る
大
主
は
比
較
的
勺

に
強
い

「
ベ
ン
ケ
イ
』
と
い
・
7
品
川
で

白、，．，
J

，．
E
I

，，
．
．
 

け
H
HJ

．，F
J
U
A

、，，aa
、、
H
H
H
J

・‘，
V
E

・41
・

E
J
A
1
j
g
し
t
t
i
W叫
t
J
h
y
lL
目
．
月

以
八
位
協
、
大
山
家
作
震
協
の
乾
城
地
川
は
で

調
給
さ
れ

一
袋
（
ωい時）
8
、
0
0
0
円

焔
で
山
仰
さ
れ
ま
す
。

主
の
作
付
は
、
農
業
事
的
か
ら

一
時

安
を
消
し
て
い
ま
L
た
が
、
い
取
近
ま
た

青
じ
そ
ご
飯
を

作
っ
て
み
ま
し
ょ
う

一
、
米
を
と
5
、
過
分
最
の
水
と
出

小
さ
じ
2
杯
、
桝
大
さ
じ
2
．杯

化
学
調
味
料
を
加
え
、
炊
き
し
し

げ
ま
す
。

二
、
背
じ
そ
の
業
は
、
せ
ん
切
り
に

し
、
以
少
々
で
軽
く
も
ん
で
水

洗
い
し
ま
す
。

三
、
炊
き
た
て
の
ご
飯
に
背
じ
そ
の

業
を
ま
ぜ
、
香
ば
し
く
妙
っ
た

自
ご
ま
を
ま
ぜ
ま
す
。

ク
ロ

ー
ズ
ア

ノ
ブ
さ
れ
た
も
の
で

本
作

一
辺
倒
の
川
地
に
と
九
て
は

「主

の
秋
」
の
山
現
は
農
業
に
・
7
る
お
い
を

与
え
、
ま
た
独
特
の
川
同
胤
討
を
か
も

し
山
し
て
い
ま
す
。

〈写
腐
は
、
山
崎
地
内
の
麦
畑
）

小
学
生
図
面
ポ
ス
タ
ー
贋
優
秀
貧

大
平
恵
さ
ん
（的
小
4
年

前
い
ワ
で
わ
ね
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
大
変
訟
は
畑
展
示
は
の
怠
置
暢
品
川
及
び
管
姥
者
に

一
郎
誤
リ
が
あ
リ
ま
し
た
の
で
次
の
よ
う
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。

殿
町

道
/;,¥ 

栄
k
H

(3) 
qjvnノ
ι
広
J
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年
金
だ
よ
り

免
除
っ
て
、ご
存
じ
で
す
か

凶
民
年
令
に
は
、
他
の
年
分
ぃ
制
度
に

な
い
「
免
除
』
と
い
う
し
く
み
が
あ
り

念
品
十
ヲ
，

こ
れ
は
、
失
業
し
た
リ
収
入
が
少
な

か
っ
た
と
き
な
ど
に
、
保
険
料
を
納
め

る
の
が
附
鰍
な
人
を
刈
匁
と
し
、
削

M

M
八
年
金
係
－窓
口
へ
山
・
し
こ
む
・
－
と
に
よ

勺
て
‘
似
険
料
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

似
険
料
一
か
免
除
に
な
る
と
．
附
小
山
年

余
い
な
ど
は
作
泊
に
・
7
け
・
り
れ
ま
す
が、

E
んH
年
・
全
は
免
除
を
7
け
た
則
川
だ
け

す
の
主
ね
に
な
り
ま
す
の
で
、
ん
小
怖
が

て
き
た
・
り
迫
納
14
て
く
だ
さ
い

川

年

以
内
の
も
の
な
・
り
、
免
除
ふ
う
け
た
中
1

時
の
保
険
料
．品川
て
さ
か
の
ば

J
L納
め

る
こ
レ
－
か
で
き
ま
す
ι

さ報 一・ ・…あ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
も

国
民
年
金
に
加
入
を

B{ltll32~ 8月88 庁・
．第 3樋 郵便物12司 IL>. 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
輿
さ
ん
、
あ
な
た

も
川
氏
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

一

ご
主
人
が
職
場
で
加
入
し
て
い
る
り

や
年
令
や
叫
ん
治
組
介
の
年
余
で
、
あ
な

た
は
一

応
似
開
き
れ
ま
す
が
、
川
民
年

金
に
加
入
す
る
と
、
ご
主
人
の
年
余
の

ほ
か
に
あ
な
た
自
身
の
年
余
が
う
け
・り

れ
ま
す

ご
主
人
に
じり

一
の
ニ
と
が
起
き
た
と

5
．
H
生
年
金
や
共
治
組
A
H
か
ら
の
遺

政
年
金
に
ん
け
わ
せ
て
国
民
年
金
か
ら
は

ほ

f
年
金
が
7
け・
円
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
ν

あなたの的かな左後のために‘

そしていM一のニとにそなえて、ぜ

ひ川川八年令への加入をおすすめし

ます‘

1l 伶｜ 任意加入ずると H 0月日入しないと

としとつ人 夫の老量？；年金
夫のit通告勾イそ＋ 

とさ 安何 年 老料 金IQ)JJ 

:f:. 力、 ／~· く な っ i量級年金
たとさ ＋ j質的1'!=金のみ
( i' 18市そ平ぬ 同年 ・£:1 -f a金

f jll IJ、h ~－ L 1鐙 .?X f宇 金
・.＇，＇I I; >I l 

十 1U• 符金のみ
‘ 、
< ,-1s.;'f. ~，品） 問 ・ci・1泊以年金

1i1：店主ちになっ
国 a・I侵害句会 Cf l~＇：. 1.jし

人とさ

児
童
福
祉
週
間

写
真
募
集

市
山
川
社
会
制
祉
協
ぷ
公
で
は
、
川

和
計
年
佐
川
也
市
川
um迎
川
に
わ
な
む
一
り

れ
を
次
の
吹
川
に
よ
り
必
出
ト
た
し
ま

』

J

。
募
集
写
真

け
4
Hけか－
h
7
け
ま
で
の
山
に
似

山い
さ
れ
た
し
列

ω保町
析
州
場
，
附
が
削
町
内
で
あ
る
ニ
と

け
尚
業
広
行
が
人
っ
て
い
な
い
も

の
例
カ
ラ
ー
で
サ
ー
ビ
ス
版
サ
イ
ズ

未
発
表
の
も
の

。
資

格

県
内
作
住
者

。
締

切

附

初

日

年
7
月
山
H

O
発

表

「一悩
社
と
や
ま
」
に

梢
似
し
．
入
賞
打
に
はわ
山
一
般
泊
知

。
応
募
先
及
び
問
い
合
せ

山川
山
山
a

品
川
杭
南
町
5
添
M
U山一川山

川
町
社
会

M
M航
協
議
九
五
万
れ
移
民
係

｛
君
。

7
6
4
H
n
1
2
9
G
0
8
）へ

句－－－
v
v
・－－－
v
・
v
－v
v
v
・
－v

昭
和
鴎
年
身
体
障
害
者

巡
回
更
正
相
談
会
開
催

’J
本
町
い
れ
川
針
。と
小
仁
川
淡
計
と
川
悦
市ド

ei
l－
－

！
’

i4
e
l
ii

ー

は川
v
川の・・
上川川
で
肢
体
不
’
U
山
と
略
立
川
川

山
れ
い
を
付
象
に
必
↑
州
諸
叫
ん
ぶ
か
聞
か
れ
ま

3
2
6
 

児
童
手
当
の
現
況
届
は

6
月
ロ
日
（
金
）
S
U
日
（
水
）
ま
で

住
民
福
祉
課
へ

(4) 

児
童
手
当
は
次
の
要
件
に
基
づ
い
て

支
給
さ
れ
ま
す
υ

〈支
鎗
要
件
〉

①
問
歳
未
満
の
児
童
を
3
人
以
上
養
育

し
、
そ
の
内
l
人
以
上
が
、

義
務
教

育
終
了
ル
別
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
3

人
自
の
児
意
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑦
受
給
朽
の
前
年
の
所
得
が

一
定
制
以

下
の
凶
窓
口
。

〈支

給

額

〉

3
人
目
以
降
の
義
務
教
育
終
了
前
の

児
童
l
人
に
つ
き

住
民
税
所
得
制
課
税
者
別
問

λ
り
ふ
λ
り
ふ
ふ
λ
り
ふ
ぷ
入
り
ふ
ふ
・
A
M
λ

り
ふ
λ
り
ふ
ふ
ふ
入
り
ふ
ふ
入
り
ふ
ふ
λ

り
ふ
A
M
A
H

心
身
障
害
者
の
皆
さ
ん

求
職
登
録
を

心
・1
川
引け
計

2
2ん
、
帆
主
安
川七

一州へ
い
水
峨
此叫
り州
ヰ
噂
し
て
．
宏
之
刈
の川和

介
て
枕
椛
し
れ人
場
へ
川
に
は
、
い
ろ
い
ん

な
流

A
附
hH
A

か
2
7・り
凡
主
－

r

J
j

！’
j
；

’
l

i
i

－
 

ま
れん
‘
は
能
小
T

身
に
つ
け
る
た
め
の

帆
主
川
’叫
ん
憎い靴
…判
て
三
け
ん
れ
ま
十

，A
制
は
‘
魚
川
公
民
机
業
安
定
u

ウ
宮

り

7
6
5
hH
μ
1
0
1
り
5
・
へ

7,000 

同

住

民

税

非

課

税

者

〈現
況
届
受
付
期
間
〉

6
月
は
日
1
げ
日

こ
の
「
児
童
手
当
現
況
届
」
は
、
毎

年
6
川
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
叫ま

た
、
こ
の
凶
を
山
さ
な
い
と
、
主

給
攻
作
が
あ
勺
て
も
ぶ
拾
を
受
け
る
・
一

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
役
場
住
民
似

祉
課

（宮
3
H
1
1
0
0内
線
犯
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

身
障
者
の
方

（
3
級
以
下
）で

就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
は

6
月
目
固
ま
で
職
安

へ
／
・

身
体
川
市
い
の
ん

（
1
・
4
叫
帆
打
佼

d

て
ア
ル
ミ
川
氏
品
川
係
へ
峨
峨
を
布
引
き

れ
る
ん
は
‘
6
Hけ
刊
川

え
士

ま
で
魚

川
ヘム
仕
ハ刷
工
去
ト
伝
的
ま
た
は
、
川
川
町

仏
代
川
社
ぷ
へ
中
し
込
み
く
だ
き
い
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提
化
．
仕
活
動

朝
日
町
連
合
膏
年
団

月
l
J
E
T－
－
－t

H
ヱ
ユ
ヘ
H吋

i
N

ay－

m
JY／

5
1
f
i
r
て’
h

E

l
－
－

b
T

U
忙の
友
仙
L

－
辻
川
子
主
体
・
列
、
美
化
丘
北

h
u
h

品
川仰
を
凶
り
、
ま
た
H
H
い
引
き
せ
て
い
川

，、

－－ht
t
T
t
B
K
？
｝
’H
I
－－a
I
、

〈
f
J
7

リ“日ノ

l
桁
／
ノ
，
b

グ
H
肋

j
q引ト

ゃだ
し
い
仙
、
川
判
日
町
・
そ
ス
ロ
l
q

－J
に
．
約
問
むれ
か
参
加
し
、
小
川
川
ハ

よ
け
い
悦
川
川
日
の
尚
作

一
仰
と
山
川
地

K
A川
辺
川
い
の
た
化
俗
仏
川
市
川
向
を
行

い
ま
し
た

衡
を
美
し
く
し
ま
し
ょ
う

1
7
月
は
川
に
コ
ミ
を

捨
て
な
い
運
動
月
間

l

川
を
き
れ
い

に
寸
る
こ
と
は
川
る
い

町
づ
く
り
の
総
本
で
す

刷
で
は
、
本
年
皮
し
れ
ん
よ
い
町
づ

く
り
を
め
ぎ
し
て
町
保
健
倫
中
協
秀
広

と
共
に
7
川
を

叶川
に
ゴ
ミ
ル
糸
川
て
な

い
述
動
強
化
け
削
」
と
し
て

次
の
よ

ハ
－
－
，
な
川
動
を
行
い
な
が
・り
川
る
い
町
つ

く
リ
を
A

仰
ぎ
し
ま
す

町
民
の
特
き
ん
の
ご
協
力
を
れ
刷
い

し
ま
ナο

川
川
美
化
ハ
レ
！
ド

。
広
報
中
に
よ
る
辺
倒

。
公
叫
ん
の
場
叶
の
山
川

υ
h
d．
行
似
の円
以
山

美
化
運
動
啓
も
う
作
昂

町
ト
し
尖
化
辺
助
の

一
応
と
し
て
町
内

外
小
学
校
6
年
生
よ
り
．
来
化
崎

γ－v
v

作
品

｛作
文

・
ホ
ス
タ

l
－
ル
穿
出

L

t
A
F
IL
ト
～

そ
の
小
か
・
り
催
秀
作
品

芯
W
I－
－b』

日
川
ま
で
仙
紙
し
て
い
き
ま
寸

＠
 

私
達
の
町

6 di 
2手小

校－

中
村

綾
子

先
迎
の

H
山
師

H
掃
に
つ
り
い
い
い打
き
ま

し
た
犯
は
海
と
い
・7
と
静
か
に
波
・7

9

り
、
海
の
そ
こ
ま
で
す
き
と
お
っ
て
比

え
る
よ
・つ
な
の
ふ
思
い
浮
か
べ
ま
す

で
も
訟
が
お
父
さ
ん
と
つ
り
に
行
っ
た

時
は
ゴ
ミ
が
浮
い
た
リ
、
沈
ん
だ
リ‘

砂
浜
に
は
本
の
枝
や
、
片
む
だ
け
の
ス

リ
ッ
パ
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
の
ブ
ミ
、

ゴ
ミ
．

コ
i

だ
れ
が
こ
ん
な
に
抗
て

て
い
く
ん
ど
ろ
－

v
，

あ
る
日
わ
ね
父
さ
ん
か
ら
許
、
お
父

さ
ん
の
小
さ
い
頃
は

「川
の
水
は

5
れ

い
で
飲
め
る
く
・りい
だ
ぺ
た
’

r川
を
聞
き
ま
し
た
れ
へ
ー
で
は
飲
め
る
ど

．
一
ろ
か

F
’u
洗
え
な
い
き
た
な
い
よ
・
7

4
川

・
小川

b

み
ん
な
の
削
な
の
に
、
み
ん
な
の
川

・
ヤ
小
川
な
の
に
み
ん
な
て
川
し
て
い
る

山千
υよ
ご
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
桝
、

ト
い
J
九
、
絶
刈
に
よ
ご
し
て
い
る
川
ん

人
ん
な
か
、

削
の

一
人

一
人
が’
A
を
つ

け
て
い
れ
ば
そ
ん
な
に
よ
ご
れ
な
い
桝

，
l
 

．K、HH・
』の
一九
川
あ
る
本
で
山叫
ん
ど
品
に
は
、

山
然
を
は
か
い
ナ
る
の
は
附
小
だ
、
け

れ
ど
も
・叫
に
も
ど
ず
の
に
と
て
も
む
勺

か
し
い
が
た
lr
RH
い
・て
あ
り
ま
し
た

山
私

L
K宇
中
J

に
・
－
の
・J
能
に
感
心
し
ま

レ－
・J

・リ
ー

’し
’J
．
 

．
 －の
A
？
に
れ川い
て
あ

り
た
と
お
リ
、

小山
や
川
を
よ
ご
す
の
は
簡
単
で
す
，
で

L
 
．．
 

ん
に
も
ど
す
の
は
と
て
も
む
つ
か
し

い
が
で
す

町
の
み
ん
な
が

一
人

一
人
‘
海
や
川

を
よ
ご
さ
な
い
よ
う
に
心
か
け
る
が
が

大
切
な
ん
だ
，

一
人
ぐ
ら
い
ゴ
ミ
を
抗

て
た
り
て
分
か
・
り
な
い
だ
ろ
ー
な
ん
て

行
え
た
ら
ど
的
な
ん
だ
‘

川
U
か
ら
、
い
や
今
日
か
・
川
町
を
よ

ご
き
な
い
よ
・7
に
し
ょ
・7
と
思
い
ま
す

ν

み
ん
な
の
町
だ
か
ら
、
大
切
な
町
村
ん

H

3
0
 

aず
ん
．
a－

今
月
の
税
金

町
県
民
税
（
一
期
分
）

(5) 
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ー
朝
日
町
立
中
央
図
書
館
l

M
A航
で
は
i
引
を
少
し
で
む
利
川
れ

の
身
近
な
L

こ
ろ
へ
と
い
・1
－
と
で
．

作
地

μ
に
z
二一
よ
ゆ
を
J
け
て
い
ま
す

ニ
の
り
川
か
－
h
川
、
析
し
く
山
川
似
小

；

l

、
！
｝
！
？
：
；

山
に
に
山
川
川
公
り
以
ド
i
u
A
－九
＋
し
ま

し
た
竹
り
た
川、
u
hv
削．

A
Uれ
を

n
L

山
し
／
｜
ト
に

4
・へす
る
た
け
で
本
そ

叩
け
る
・
τ
か
で

5
ま
す
い
村
一
一
J

利
川
く
だ
ラ
い

~ 』 l 11>: ひ一一

配
小

川

．山叶

小

叫

ー
ト
八
本
パ
山パザ
ι山川
川
釧へ川

A

－
1
－
H

！

l
l
h
t’
・4
L
？

2

6

H
ふ
ド
目

l

J

，〉J

－

M
I
ι
時
・r
h
k
ト・
．
2

i
z
u
り

ー

i
t
J
H
・
，
f
，‘

hu－
マ
河
円

1
u、よ
剛山引

4

l

a
，．
l

F

4

M

2

1

1

 

4

P
H
的
終
協
．

w－

5

幽
明

H

HH

l

H
Z
5
リ

l

i

e

 

u
v乙
人

M
M
十．
J
7
l

，J
Z
Z
？
”

7

M
小竹
払
HALF－－
J
7
1
3
l
u
n
－－
J

un

刷
k
h
k
九
H

休
白
川

1
l
u
n
λ
H

，・清一
H
U
a－
－h
vh
J引

2

1
1

コ
I

l

l
i
－－

－
1
 

ー

リ

1

1
1

：；
L

”

ん

明

t‘EER
川

H，dH，，h
唱

a，

t
B
S
B，，－，

aa

’品”。川
1
M
H

’T
・
‘円刈，，、．
ι
1

．．
 

i

－－
t
 

or
ト
i

i

l

‘
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山
一

U

さ

第
叩
回
朝
日
町
朝
間
野
球
大
会
が
、

5
月
同
日
か
ら
小
丸
山
グ
ラ
ン
ド
で
お

チ

l
ム
が
参
加
し
、
早
朝
5
時
却
分
よ

り
女
性
や
子
供
達
の
応
按
の
中
、
ハ
Y

ス
ル
プ
レ
ー
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い

会
や
す
。

J
針

』
F
A
R

報一一一一……あ

． 
’ 

ス
ポ
E
ツ鐸
u
’
威
信
鳳

－R

第
お
田
町
民
卓
球
大
会

5
月
げ
日

（日）

総
合
体
育
館

マ
団
体
戦

準
決
勝

山
崎
4
1
3
．K
箇
庄

日
崎
5
1
2
大
家
庄

白
崎
5
｜

O
山
崎

決

勝

マ
例
人
戦

男
子
一
部
＠
必
用
昭
雄

（．h
筒
庄

②
竹
内
術

（笹

川

親
子
水
泳
教
室

受
講
者
募
集

とシ
」－

－
λソ

対申
込
み

受
講
費

締
切
り き

7
31
8

9

1

1

 

’d
F
F
今

必

今

F

M

内

J

E
－－

朝
日
町
営
中
央
プ
ー
ル

貌
（
保
護
者
）

子
米
年
度
小
学
校
へ

入
学
す
る
者

朝
日
町
教
育
委
員
会

保
険
料
含
め

一
級
別
円

7
月
白
日
（
土
）

象

剛
力

f
二
部
①
久
我
日
茂
治

（山
崎
）

②
山
岡
修

一（
大
家
庄
）

女
f
一
部
①
安
達
勝
美

（山
崎
）

②車
林
野山崎
f
（泊
二
K）

女
f
二
郎

φ
出
み
な
，
f
（・h
a筒
叱
）

②
古
川
瓜
イ

（市
開
似
）

＋
R

第
幻
田
町
民
野
球
大
会

月券

5
H引
日

（日
｝

総
合
グ
ラ
ン
ド

大
寮
仕
5
｜

0
．九
筒
爪

泊

一
区
3
1
2
山

崎

山

一
区
8
1
0大
事
庄

マ
ゆ
決
勝

マ
i）と

町
内
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
7
月
3
日（
金
）
か

ら
総
合
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

一家事
圭
一一一

去
る
、

5
月
初
日
の
下
新
川
郡
体
育

協
会
総
会
に
お
い
て
、
第
初
回
郡
民
体

育
大
会
の
臼
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
入
善
町
を
主
会
場
に
朝

日
町
、
宇
奈
月
町
で
7
月
3
日

（金
）

か
ら
5
日

（目）

ま
で
の
3
日

閉

店

純
目
的
競
校
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

総
合
グ
ラ
ン
ド

照
明
使
用
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
待
摺
の
佼
問
問
…
明
地

誌
が
総
人
H

グ
ラ
ン
ド
に
完
備
さ
れ
、
今

後
多
く
の
に
リ
々
が
利
用
さ
れ
る
と
思
わ

れ
ま
す

v

附
…
明
の
利
用
ト
刀
法
は
・
紅
記
の
と
お
り

に
な
ゥ
て
い
ま
す
。

O
利
用
で
き
る
期
間

4
川
l
u
l
H
川
初
日

O
利
川
で
き
る
時
間

午
後
7
時
i
午
後
9
時

O
利
則
の
子
続

川
他
山
5
目
的
ま
で
に
体
行
館
長
あ

て
に
附
…
川
純
則
松川可
申
訪
れ
H

を
提

山
し
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
”

ω似
川
許
可
を
変
史
す
る
場
介
は
、

仙民間
3
日
前
ま
で
に
館
以
の
み
認

を
文
け
て
く
だ
さ
い
。

3
2
8
 

ω使
用
料
は
、
許
可
を
受
け
る
と
同

時
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
体
育
館
に
あ
り
ま
す
。

O
使
用
料

全
燈
使
用
（2
時
間
）
7
、
0
0
0円

半
壇
使
用
（
2
時
間
）
4
、
0
0
0円

。
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
総
合
体

育
館
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

（

T

E

L

3
1
1
8
3
8）

 

(8) 

映
画
観
賞
会

期

日

6
月
初
日
（土）
2
時
か
ら

場
所
総
合
体
育
館

対
象
中
・
高
校
生

・
一
般

・
マ
ン
ガ

－
エ
ベ
レ
ス
ト
へ
の
迫

・
黒
部
岐
谷

体
育

泣館
いフ
てロ i
いア i
るがイ
ノノ l 

く
な
っ
た
館
内
フ
ロ
ア

υ

ス
ボ
E
ツ
マ
ン
は
紳
土
て
な
く
ち
ゃ

・
館
内
で
の
く
わ
え
タ
バ
コ
？

そ
ん
な
に
し
て
ま
で
叫
わ
な
く
て

も
健
康
の
た
め
抗
立
し
ょ
・

1

－
外
ば
き
を
内
ぱ
き
が
わ
り
に

と
ん
で
も
な
い
れ
自
分
の
家
と
川

じ
よ
ω

も
っ
と
ス
マ
ー
ト
な
考
え
一

一
で
ネ
れ

一

一
良
い
誌
で
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
を
一

…
し
て
不
。

一
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i
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1
8
1
j
vis
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4
J

一司
則

H
U
川一
一

朗
健
漏
棚
畑
一

一一

虫
歯
予
防
の
対
策

一

l
、
プ
ラ
l
ク
を
取
り
除
く
こ
と
戸

的
み
が
き
や
7
が
い
等
に
ょ
う
て
、
一

U
の
中
の
ね
ば
ね
ば
を
作
ら
な
い
よ
叫

う
に
し
ま
し
ょ
う
の

伽

2
、
正
し
い
歯
み
が
き
方
法
で

F

ゆ
っ
く
り
と
て
い
ね
い
に
．

一

3
、

規

則

正

し

い

食

生

活

を

吋

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
が
で
、
備
を

↑

ト
た
に
ω

お
や
つ
は
時
間
を
決
め
よ

‘・．．． ．． ， -－・

虫
歯
の
予
防

さ

－

「
よ
い
尚
で
よ
く
か
み
よ
い
か
ら
だ
」

↑
は
、
6
川
4
日
の
虫
尚
，
寸
防
デ
！
の
キ

一
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
す
。

『

し
か
し
、
銭
念
な
が
ら
、

3
必
児
の

十
時
点
で
刺
日
町
で
は
約
ω
%
の
二
ど
も

↑
が
虫
耐
を
保
布
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

一
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
保
布
市
r
は
、
附
叩

4

加
し
つ
つ
け
ま
す
。

F

Aγ

で
は
、
皆
さ
ん
の
9
訓
が
市
山
…
を

↑
持
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

ν

干

虫
歯
の
成
り
立
ち

苧
虫
尚
は
食
事
・
細
川
問
・
備
の
ほ
抗
力

』
の
ハ
ラ
ン
ス
が
航
れ
て
起
こ
り
ま
す
。

一

特

に
耐
の
汚
れ

（プ
ラ
｜
ク
と
い
い

叫
ま
す
）
が
係
凶
に
な
り
ま
す
。
プ
ラ
｜

一
ク
は
U
の
中
で
、
食
物
怒
川
（特
に
新
）

一
と
細
川
附
が
作
用
し
て
、

ね
ば
ね
ば
し
た

一
物
引
を
作
り
、
そ
れ
が
附
に
く
っ
つ
い

4

た
状
態
を
い
い
ま
す
。

そ
し
て
プ
ラ
｜
ク
が
原
凶
と
な
っ
て、

虫
州
、
向
肉
炎
、
働
僧
膿
耐
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。

報一一－－一一－ーあ

4
、
り
っ
ぱ
な
歯
質
に
な
る
よ
う
に

的
自
は
、
お
母
さ
ん
の
お
な
か
の
中
－

に
い
る
聞
に
作
ら
れ
ま
す
。
お
母
さ
一

ん
は
好
き
鎌
い
な
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。
一

5
、
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
の
育
児
で
蛤
4

ま
り
ま
す

F

あ
ご
、
備
の
発
述
の
た
め
に
も
、
叫
時
↑

礼
で
脊
て
ま
し
ょ
う
。

一

雛
乳
食
で
付
党
に
な
る
の
を
ふ
せ
ぎ

－

ま
し
ょ
う
。

あなた何あなた嚇｜

N
H
K
の
講
師
を

招
き
健
康
講
演
会

町
で
は、

5
月

μ
自
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
第
4
回

朝
日
町
保
健
術
生
大
会
で
、
N
H
K
医
療
番
組
チ
l
フ
テ
ィ
レ

ク
タ
l
・
行
天
良
地
岨
先
生
を
講
師
に
招
き
、
「
あ
な
た
が
守
る
あ

な
た
の
健
康
」
と
題
す
る
特
別
講
演
を
実
施
し
ま
し
た

u

構
演
の
要
旨

－・

O
H
本
は
い
ま
、
仙
一
凶介

に
例
の
な
い
ス
ピ
ー
ド

で

「尚
紛
化
」
の
川
か

ら

っ
的
紛
」
の
川
に
’
川

け
て
走
っ
て
い
る

｛
はW

J
以
上
の
人
け
が
7
%

を
戯
ア
え
る
と
尚
紛
化
の

川
、
は
%
を
越
、
え
る
と
し
U

同
船
の
川
ir－－ru

わ
れ
て
い
る
が
、
日
本
は
巡
く
と
も
昭

和
百
年
に
は
高
齢
の
同
に
な
る
）

。
主
人
が

mえ
る
と
、
ま
ず
、
山
た
き

り
・
独
リ
釘
押
し
・
要
介
簿
作
毛
主
人
の

問
題
が
大
き
く
出
て
く
る

3

こ
れ
ら
の

人
を
誰
が
耐
倒
み
て
あ
げ
る
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
現
介
状
の
般
家
紋
化
の

進
行
は
、
ニ
ど
も
が
視
の
一
向
倒
を
み
る

こ
と
を
闘
が
期
待
す
る
こ
と
は
段
々
む

ず
か
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

も

7
一
つ
の
問
題
は
、
医
療
費
の
明

大
で
あ
り
、
家
紋
が
み
て
く
れ
な
く

て
も
凶
が
み
て
く
れ
る
だ
ろ
7
と
い
・
7

zfえ
は
こ
れ
か
ら
は
甘
い
こ
と
に
な
る
。

死
亡
本
が
徐
々
に
低
下
し
て
お
年
寄
り

が
楠
唱
え
て
い
る
反
面
、
出
生
率
は
そ
れ

以
上
に
低
下
し
て
お
り
、
福
祉
の
た
め

に
統
金
を
出
し
て
く
れ
る
若
い
人
は
今

後
急
減
し
て
い
く
か
ら
で
あ
る
ω

（
そ
こ

に
．
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
の
よ
う
に
若

.. ‘・‘・・．．． L 

い
叫
か
ら
在
後
の
似
附
の
た
灼
に
多
舶

の
脱
会
を
納
め
て
い
る
川
社
光
辺
川
と

の
迎
い
が
山
て
く
る
い）

。
で
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
，

川
川
も
タ
メ
ニ
ど
も
も
勝
れ
て
い
く

と
な
る
と
、
結
い
同
相
れ
る
の
は
，
H
分
だ

け
と
い
・
7
こ
と
に
な
る

ν

つ
ま
り
、
在
俗
を
い
や
な
思
い
を
せ

ず
健
康
に
過
ご
す
た
め
に
は
、
ど
う
し

メ
人

て
も
自
分
の
努
力
が
何
よ
リ
も
大
切
と

い
7
こ
と
に
な
る
。

。
い
ま
脳
卒
中
と
か
心
臓
病
な
ど
成
人

病
が
大
き
く
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
年
を
と
ら
な
い
と
出
な
い

つ
ま
り
老
化
が
軸
と
な
っ
て
出
る
病
気

て
あ
る
。

人
間
に
は
暦
年
今
と
生
理
年
令
と
い

す
も
の
が
あ
勺
て
、
年
を
と
「
て
td
u

々
し
い
人
と
、
む
く
て
も
年
へ
H
以
l
に

年
前
り
と
い
・7
人
も
あ
る
こ
れ
ら
は

光
ベ
的
な
も
の
が
多
い
が
、

’H
分
の
努

力
に
よ
る
佐
ぷ
も
大
き
い

O
K
｝
化
を
促
進
す
る
川

f
と
し
て
は、

泌
品
川
小
川
化
、
栄
長
の
過
剰
．
ス
ト
レ
ス

「神
科
を
地
7
）が
れ
収
も
大
き
く
、
こ
の

こ
と
に
特
仁
川
州
立
す
る
必
要
が
あ
る
‘

そ
の
た
め
に
は
、

食
べ
物
の
何
悦

（ど・
1
正
し
く
食
べ

る
か
て
ど
う
い
比
し
く
働
く
か

（ど
司
7

一
日
を
過
ご
す
か
）
、
ど
う
選
動
し
て

ど
う
休
む
か
、
そ
し
て
気
持
ち
の
持

ち
ん

を
洗
い
な
お
し
て
み
る
こ
と
が
大
が
で

あ
る
，

。
つ
ま
リ
、
在
化
の
准
’
打
を
巡
ら
せ
、

健
康
を
保
持
す
る
の
は
，
け
分
の
努
力
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
高
血
圧
要
治
療
者
の

叩
年
間
継
続
調
住
で
‘
「
運
動
と
食
事
」

の
指
導
会
み
寸
っ
た
人
が
、
守
ら
な
い
人

よ
り
は
る
か
に
亡
く
な
る
率
が
少
な
い

こ
と
、
ま
た
お
医
者
さ
ん
に
対
す
る
「病

気
が
治
る
の
は
ど
う
や
っ
て
治
る
の

か
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
「
治
る
素
因

の
あ
る
人
が
治
る
」

「
治
ろ
っ
と
思
っ

て
い
る
人
が
治
る
」
の
回
答
が
侃
引
い
も

あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

。
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
の
国

に
走
る
日
本
は
、
こ
れ
か
ら
国
全
体
が

大
き
な
嵐
の
中
に
巻
き
こ
ま
れ
る
こ
と

は
必
歪
で
あ
り
、
そ
の
時
い
い
病
気
に
な

っ
た
ら
最
後
だ
と
い
う
こ
と
を
頭
に
入

れ
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
、
自
分
の
老
後
の
た
め
に
も
、

家
族
の
老
後
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
健
康

に
留
意
す
る
こ
と
が
最
も
大
切
で
あ
る
。

(9) 
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